
広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　☎電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,849人　	（−１６人）
男 	 15,867人　	（−３人）
女 	 15,982人　	（−１３人）
世帯	 16,369世帯	（＋１８世帯）
※令和７年５月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
６月・７月の土曜開庁
　６月７日（土）・７月５日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

　
お
知
ら
せ

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

６
月
の
納
期（
６
月
30
日
納
期
限
）

　
町
県
民
税
１
期

　
介
護
保
険
料
１
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
ｔ

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

　
料
係
ｔ

１
７
７

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
今
年
度
中
に
76
歳
ま
た

は
８１
歳
に
な
る
被
保
険
者
を
対
象

と
し
て
、
健
康
長
寿
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
お
口
の
健
康
は
、

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

疾し
っ

病ぺ
い

の
予
防
や
健
康
増
進
の
た

め
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
１
日
火
～
令
和
８
年
１

月
３１
日
土

令
和
７
年
度

健
康
長
寿
歯
科
健
診

場　
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
療
機
関

対　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
人

①
昭
和
24
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
19
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

料　
無
料

申　
６
月
下
旬
に
送
付
す
る
受
診

案
内
か
ら
、
実
施
歯
科
医
療
機

関
に
予
約
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
健
康
長
寿
歯
科
健
診
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

　

ｔ
０
１
２
０

−

９
９
７

−

２
７
０

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

生
活
支
援
給
付
金
事
業

総
合
公
園
と
中
央
公
民
館

の
利
用
制
限
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
を
支
援

総
合
公
園
と
中
央
公
民
館
の
工
事

に
伴
い
、
次
の
期
間
に
利
用
制
限

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
各
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

①
総
合
公
園　
６
月
～
12
月

②
中
央
公
民
館　
６
月
～
1１
月

※
急
遽
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問　
①
総
合
公
園
に
つ
い
て

　
生
涯
学
習
課
☎

５
２
２

　

②
中
央
公
民
館
☎
２
９
４

−

１
２
５
０

す
る
た
め
に
、
町
の
独
自
事
業
と

し
て
、
令
和
７
年
度
低
所
得
の
ひ

と
り
親
家
庭
等
へ
の
生
活
支
援
給

付
金
を
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
支

給
し
ま
す
。
子
ど
も
が
２
人
以
上

い
る
世
帯
に
は
、
さ
ら
に
１
万
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

対　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

①
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
受
給
資
格
の
あ
る
世
帯

②
令
和
７
年
４
月
２
日
～
５
月
３１

日
ま
で
の
間
に
新
た
に
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
資
格

を
得
た
世
帯

申　
対
象
の
世
帯
へ
確
認
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問　
役
場
子
ど
も
課
児
童
係

　
　

ｔ

１
４
３
・
１
４
４

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
☎

２
１
５
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「
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
」

の
ご
案
内

農
作
業
中
の
事
故
や
熱
中

症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
し
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
農
作
業
死
亡
事
故
者
数
は

年
間
で
２
０
０
人
前
後
を
推
移
し

て
い
ま
す
。
普
段
慣
れ
て
い
る
作

業
で
も
危
険
を
伴
う
こ
と
を
再
確

認
し
、
高
温
時
や
単
独
で
の
作
業

を
避
け
、
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分

補
給
し
、
人
と
十
分
な
距
離
が
確

保
で
き
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
は
ず

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

リ
ロ
ン
株
式
会
社
様
か
ら
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生
応
援

税
制
）
を
利
用
し
、
３
月
１８
日
に

「
若
い
世
代
の
希
望
を
か
な
え
る

事
業
」
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係

　

ｔ

１
０
４

歴
史
民
俗
資
料
館
の

構
内
立
入
禁
止
に
つ
い
て

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
収
蔵
資
料

の「
く
ん
蒸
消
毒
」を
行
う
た
め
、

７
月
７
日
月
は
構
内
立
入
禁
止
と

な
り
ま
す
。

く
ん
蒸
期
間
中
は
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
連
絡

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

ｔ
２
９
５

−
８
２
８
２

老
齢
年
金
請
求
の
手
続
き

を
電
子
申
請
で
き
ま
す

令
和
６
年
６
月
か
ら
、
年
金
の
未

加
入
期
間
が
な
い
等
の
一
定
の
条

件
を
満
た
す
人
を
対
象
に
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
老

齢
年
金
請
求
書
の
電
子
申
請
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
電
子
申
請
は

ご
自
宅
で
手
続
き
が
で
き
る
た

め
、窓
口
で
の
相
談
は
不
要
で
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
す
る

「
老
齢
年
金
請
求
書
」
に
電
子
申

請
の
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
川
越
年
金
事
務

所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問　
川
越
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
９

−

２
４
２

−

２
６
５
７

※
自
動
音
声
案
内「
１
」→「
２
」

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

−

０
５

−

１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
で
は
じ
ま
る
電
話
か
ら

は
☎
０
３−

６
７
０
０−

１
１
６
５

額
面
は
27
万
５
千
円
、
年
１
回

５
万
５
千
円
ず
つ
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
①
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹

④
そ
の
他
の
３
親
等
内
の
親
族

で
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人

申　
令
和
１０
年
３
月
３１
日
金
ま
で

に
地
域
福
祉
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　

☎

１
１
１
・
１
１
２

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
の
誕

生
月
に
送
付
し
て
い
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
（※）
か
ら
、
ね
ん
き
ん
定
期

便
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
登
録
を

す
る
と
、
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
電
子
版

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
受
け
取

り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

通
知
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
登

録
を
す
る
と
「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」
や
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
も
電
子
デ
ー
タ

で
の
受
け
取
り
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

※
便
利
な
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

は
２
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン（
カ
メ
ラ
機
能
）

で
読
み
取
り
の
上
、

利
用
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問　
川
越
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
９

−

２
４
２

−

２
６
５
７

※
自
動
音
声
案
内「
１
」→「
２
」

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

−

０
５

−

１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
で
は
じ
ま
る
電
話
か
ら

は
☎
０
３−

６
７
０
０−

１
１
６
５

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
☎

２
１
５
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「
平
安
時
代
の
貴
族
の
結

婚
形
態
」
に
つ
い
て

お
は
な
し
の
ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

㊐　
７
月
13
日
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　
25
人
（
先
着
順
）

料　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ
た

人
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
上

級
救
命
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

※
講
習
終
了
後
に
修
了
証
を
交
付

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

者
安
全
法
に
基
づ
く
登
録
試
験
機

関
と
し
て
、「
消
費
生
活
相
談
員

資
格
試
験
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
消
費

生
活
相
談
員
資
格
（
国
家
資
格
）

と
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
の

両
方
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
員
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

㊐　
10
月
18
日
土

場　
さ
い
た
ま
市
を
含
む
全
国
22

都
市

料　
１
４
３
０
０
円
（
受
験
料
）

申　
６
月
16
日
月
か
ら
７
月
31
日

木
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

こ
ど
も
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、

県
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
さ
い
た
ま
け
ん
★
こ
ど
も
の
こ

え
」
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
と
、
回

数
に
応
じ
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
カ
ー

普
通
救
命
講
習

新
任
人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
員
資
格

試
験
に
つ
い
て

「
さ
い
た
ま
け
ん
★
こ
ど
も

の
こ
え
」
メ
ン
バ
ー
大
募
集

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
、
新

た
に
人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
と
は
、

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域

で
の
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
人
権
相
談
は
、

法
務
局
な
ど
で
行
う
常
設
相
談
の

ほ
か
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に
役
場

で
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

（
詳
し
い
日
時
は
毎
号
「
町
の
無

料
相
談
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

新
任
委
員　
大
澤　
麻
実
子
さ
ん

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
　

☎

３
１
３

　
お
知
ら
せ

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
の
進
行

や
後
継
者
不
足
、
非
農
家
へ
の
農

地
相
続
な
ど
に
よ
り
、
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
農
地
が
遊

休
化
す
る
と
、
雑
草
・
雑
木
が
繁は

ん

茂も

し
、
病
害
虫
や
火
災
の
発
生
原

因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
潜
入
や
産
業

廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
の
場
所
と

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
周
辺
農

地
や
近
隣
住
民
に
大
変
迷
惑
を
及

ぼ
し
ま
す
。

農
地
の
所
有
者
、
農
地
を
借
り
て

耕
作
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
耕
起

（
土
を
掘
り
起
こ
し
た
り
反
転
さ

せ
た
り
し
て
耕
す
こ
と
）・
草
刈

り
・
除
草
等
を
行
う
な
ど
、
農
地

の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎

２
１
５

問　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
資
格
制
度
課

　
☎
０
３

−

３
４
４
３

−

７
８
５
５

ド
最
大
１
０
０
０
円
分
（
小
学
生

は
図
書
カ
ー
ド
）
が
も
ら
え
る
特

典
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
抽
選

で
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え

る
特
典
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対　

小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生

相
当
年
齢
・
未

就
学
児
の
保
護
者
、
養
育
者
の

人
申　
７
月
31
日
木
ま
で

問　
埼
玉
県
こ
ど
も
政
策
課
こ
ど

も
ま
ん
な
か
担
当

　

☎
０
４
８

−

８
３
０

−

３
３
４
３

草
木
が
繁は

ん
茂も

し
た
ま
ま
、
長
い
間

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や
空
き

地
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア
ラ
イ
グ
マ

の
営え

い

巣そ
う

な
ど
の
懸
念
だ
け
で
な

く
、
道
路
に
は
み
出
す
と
通
行
の

支
障
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、定
期

的
に
刈
込
み
や
剪せ

ん
定て

い
を
す
る
な
ど
、

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
役
場
生
活
環
境
課
環
境
係

　
　
ｔ

１
７
１
・
１
７
２

敷
地
の
草
刈
り
・
清
掃

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
募
集

　
講
習
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情
報
交
換

第
９
回
活
き
活
き

コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
、
昭
和
歌
謡
、
グ
ル
ー
プ

サ
ウ
ン
ズ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
６
日
日　
午
後
１
時
～

場　
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
毛
呂
山
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　
　
☎
２
９
５

−

１
２
０
１

「
プ
ロ
作
家
に
よ
る
作
文
教
室
」

親
子
で
書
く
力
を
伸
ば
す

㊐　
６
月
22
日
日　
①
映
画
「
作

文
大
好
き
♥
」
上
映
会　
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
②
作
文
教
室　
午
後
２
時
40
分

～
４
時

場　
図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

対　
町
内
に
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
と
保
護
者

定　
①
映
画
会　
50
人（
先
着
順
）

　
　
②
作
文
教
室　
10
組
20
人

　
　
（
先
着
順
）

　
筆
記
用
具（
作
文
教
室
の
み
）

講
師　
神こ

う
山や

ま
典の

り
士お

さ
ん
（
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

申　
６
月
４
日
水
午
前
９
時
30
分

か
ら
受
付
（
電
話
可
）

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

古
典
文
学
講
座
『
蜻
蛉
日

記　
第
２
回
』

「
平
安
時
代
の
貴
族
の
結

婚
形
態
」
に
つ
い
て

お
は
な
し
の
ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

藤
原
の
道
綱
母
作
。
女
流
日
記
の

先
駆
者
的
作
品
で
、
平
安
時
代
の

家
庭
婦
人
の
生
活
を
明
快
に
描
い

た
作
品
を
分
か
り
易
く
解
説
す
る

講
座
で
す
。
前
回
を
含
め
全
５
回

の
講
座
で
実
施
し
ま
す
。

㊐　
６
月
27
日
金　
午
前
10
時
～

正
午

場　
図
書
館
２
階 
視
聴
覚
室

定　
50
人

　
筆
記
用
具

講
師　
内
野
信
子
さ
ん
（
元
國
學

院
大
學
講
師
）

申　
６
月
６
日
金
午
前
９
時
30
分

か
ら
受
付
（
電
話
可
）

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

平
安
時
代
初
期
の
頃
に
は
、
貴
族

の
妻つ

ま
問ど

い
婚こ

ん
と
言
わ
れ
る
結
婚
形
態

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
文

学
作
品
を
と
お
し
て
結
婚
形
態
を

紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

㊐　
７
月
５
日
土　
午
前
10
時
～

正
午

場　
図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

定　
50
人

　
筆
記
用
具

講
師　
内
野
信
子
さ
ん
（
元
國
學

院
大
學
講
師
）

申　
６
月
22
日
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
受
付
（
電
話
可
）

問　
図
書
館
☎
２
９
５

−

１
０
１
５

い
つ
も
は
子
ど
も
た
ち
が
聞
い
て

い
る
「
お
は
な
し
」
を
、
大
人
も

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
大
人
向

け
の
お
は
な
し
を
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
で
楽
し
め
ま
す
。

㊐　
６
月
29
日
日　
午
前
10
時
～

正
午

場　
図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

申　
不
要

問　
図
書
館
☎
２
９
５

−

１
０
１
５

水
引
体
験
会

日
本
の
伝
統
文
化
「
水
引
」
の
由

来
に
つ
い
て
の
お
話
と
、
基
本
的

な
結
び
方
を
体
験
し
、
小
さ
な
作

品
を
作
り
ま
す
。
１
回
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す
。

㊐　
６
月
27
日
金
、
７
月
25
日
金

　
各
回
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

山
根
荘

対　
60
歳
以
上

講
師　
玉
乃
井 

陽
光
さ
ん

料　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定　
30
人
（
先
着
順
）

　
上
履
き

申　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘

　
　

ｔ
２
９
４

−

５
５
４
５

戦
後
の
復
興
が
本
格
的
に
な
り
、

小
中
学
校
で
の
生
活
も
豊
か
に
な

っ
て
き
た
昭
和
30
年
代
を
、『
学

校
っ
て
楽
し
い
な
！
～
昭
和
30
年

代
の
学
校
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て

～
』
と
題
し
て
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
先
生
と
児
童
生
徒
の
あ
た
た

か
な
交
流
が
垣
間
見
え
て
き
ま 

す
。

㊐　
８
月
31
日
日
ま
で

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示

室
申　
不
要

料　
無
料

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

☎
２
９
５

−

８
２
８
２

毛
呂
山
町
合
併
70
周
年
記

念
写
真
展

　
イ
ベ
ン
ト

し
ま
す
。

申　
６
月
１
日
日
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９
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梅
雨
明
け
直
後
は
十
分
に
暑
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
の

発
生
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

気
温
が
上
が
り
、
外
で
の
厳
し
い

暑
さ
の
中
で
活
動
す
る
機
会
が
多

く
な
る
時
期
で
す
の
で
、
暑
さ
へ

の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
目
安
と
し
て

適
切
な
熱
中
症
予
防
行
動
を
早
め

早
め
に
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

効
果
的
な
熱
中
症
対
策
と
し
て

は
、
屋
内
で
は
室
温
の
目
安
を
28

℃
に
し
て
過
ご
す
こ
と
、
屋
外
で

は
涼
し
い
服
装
や
日
傘
・
帽
子
を

用
い
る
こ
と
、
い
ず
れ
の
場
合
で

も
常
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
28
℃

が
目
安
で
す
。

※
夜
間
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
あ

る
の
で
、
寝
て
い
る
間
も
エ
ア
コ

ン
を
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

梅
雨
明
け
直
後
の

暑
さ
に
注
意

今
日
か
ら
始
め
る
！
高
血
圧

・
歯
周
病
の
予
防
教
室

「
血
圧
が
高
め
だ
け
ど
元
気
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？　
血
圧
が
多
少
高
い
だ
け
で

は
「
痛
い
」「
辛
い
」
な
ど
の
症

状
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
放
っ

て
お
く
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

脳
卒
中
や
心
疾
患
な
ど
の
重
大
な

病
気
に
繋
が
り
ま
す
。
高
血
圧
は

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　
７
月
24
日
木 毛呂山町保健センター

（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

６
月
４
日
水
か
ら
10
日
火
は
歯
と

口
の
健
康
週
間
で
す
。
こ
の
機
会

に
自
分
や
家
族
の
歯
の
健
康
管
理

を
見
直
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す

で
に
む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ

て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
歯
科
医
の
治
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
埼
玉
県
で
は
、
歯
科
衛
生
士

が
歯
科
診
療
や
口
腔
ケ
ア
の
相
談

に
応
じ
、
通
院
困
難
な
人
に
は
ご

自
宅
に
伺
う
歯
科
医
師
を
紹
介
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

情
報
交
換

内
野
勝
裕
先
生

「
毛
呂
季
光
」

出
版
記
念
講
演
会

埼
玉
県
郷
土
文
化
会
で
は
、
内
野

勝
裕
会
長
の
出
版
を
記
念
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
郷
土
に
残

る
中
世
の
貴
重
な
歴
史
の
一
端
に

触
れ
、
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。

㊐　
６
月
22
日
日　
午
後
２
時
～

場　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

料　
無
料
（
資
料
が
必
要
な
人
は

資
料
代
５
０
０
円
）

問　
☎
２
９
４

−

０
０
１
８
岡
部

「
在
宅
歯
科
医
療
推
進
窓
口
地
域

拠
点
・
支
援
窓
口
」
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問　
入
間
郡
市
地
区
在
宅
歯
科
医

療
推
進
窓
口
地
域
拠
点

　

ｔ
０
８
０

−

８
８
５
７

−

８
０
２
０

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
講
義
「
高
血
圧
の
基
本
」

（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
み
ん
な
で
健
康
マ
イ

ス
タ
ー
養
成
講
習
」（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
高
血
圧
を
予
防
す
る

食
事
の
コ
ツ
」（
管
理
栄
養
士
）

　
・
講
義
と
実
習
「
歯
周
病
予
防

と
歯
磨
き
」（
歯
科
衛
生
士
）

対　
40
歳
以
上

定　
20
人（
先
着
順
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具

申　
６
月
12
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
可
）。

無
理
な
く
、
健
康
で
長
生
き
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
抜
く
！

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
む
健
康
体

操
で
す
。

㊐　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～
３
時

場　
中
央
公
民
館

対　

18
歳
以
上

定　
20
人
（
先
着
順
）

料　
７
０
０
円
（
１
回
分
）

　
バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
靴
ま
た

健
康
リ
ズ
ム
体
操

新
会
員
募
集

は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

講
師　
リ
ズ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申　
６
月
17
日
火
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　

ｔ
０
９
０

−

２
６
５
５

−

６
４
４
７
吉
田
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ６/10（火）、６/23（月）

７/８（火）、７/28（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ６/18（水）、７/16（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 ６/５（木）、６/12（木）
７/10（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
６/２（月） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

保健センターｔ294−5511
７/１（火） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センターｔ294−1800

育児ほっと相談室 ６/11（水）、７/16（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

学校行事の歴史 

歴史散歩
第372回

　

学
校
行
事
の
中
で
も
修
学
旅
行
や
運
動
会
は
、
特

に
児
童
生
徒
の
思
い
出
に
残
る
行
事
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
学
校
行
事
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

修
学
旅
行
は
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
に
後
の

東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
筑
波
大
学
）
が
千
葉

県
銚
子
方
面
に
11
泊
12
日
の
「
長ち
ょ
う
と途

遠
足
」
を
実
施

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
立

派
な
兵
士
を
育
て
る
「
行こ
う

軍ぐ
ん

訓
練
」
の
た
め
徒
歩
で

行
い
、途
中
の
自
然
や
野
草
、気
象
な
ど
を
観
察
し
、

記
録
し
た
と
い
い
ま
す
。
運
動
会
も
軍
事
の
た
め
、

生
徒
の
体
格
向
上
と
集
団
訓
練
を
目
的
と
し
た
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
教
育
的
効
果
は
誰
も
が
認

め
て
い
た
た
め
戦
後
は
軍
事
目
的
か
ら
性
質
を
変
え

て
、
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）、
小
・
中
学
校
の
学
習

指
導
要
領
に
「
学
校
行
事
等
」
が
教
育
課
程
に
正
式

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
式
に
学
校
行
事
が
教

育
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
続
々
と
再
開
さ

れ
て
い
た
修
学
旅
行
は
、
列
車
が
同
時
期
に
混
雑
す

る
た
め
、
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
か
ら
、
修
学
旅

行
専
用
車
両
が
生
ま
れ
、
複
数
の
学
校
が
連
合
で
修

学
旅
行
に
行
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
の
小
・
中
学
校
で
も
戦
後
、
新
教
育
制

度
の
も
と
学
校
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
24
年

（
１
９
４
９
）
に
毛
呂
山
小
学
校
で
学
校
行
事
が
行

わ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
児
童
が
自
ら
配
役
を

決
め
て
劇
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。
熱
心
に
児
童
が
練

習
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
担
任
教
諭
が
「
こ

れ
が
新
教
育
下
の
学
芸
会
」で
あ
る
と
記
し
て
お
り
、

戦
時
中
の
戦
争
教
育
を
目
的
と
し
た
学
芸
会
と
性
質

が
異
な
る
こ
と
に
感
じ
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
に
鎌
倉
方
面
に
修
学

旅
行
に
行
っ
た
こ
と
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
に

は
大
運
動
会
が
小
中
学
校
合
同
で
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
が
、学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
20
年
代
か
ら
学
校
行
事
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

き
た
よ
う
で
す
。　

　

昔
も
今
も
学
校
行
事
が
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
果

た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
毛
呂
山
町
合
併
70
周

年
を
記
念
し
て
、
写
真
展
「
学
校
っ
て
楽
し
い
な
！

～
昭
和
30
年
代
の
学
校
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
～
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
写
真
展
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昭和 25 年ごろの保護者宛、小学６年
生の「修学旅行のお知らせ」。八高線
に乗って鎌倉までの旅程を記載。
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